
経済･社会のグローバル化、情報技術革
命、地球環境問題…時代の変化に主体
的に対応し、日本の未来を担う人間を
育成する教育

東京都教育委員会の教育目標(抜粋)

〇ＧＩＧＡスクール構想
〇ライフワークバランスの推進
〇新型コロナウイルス感染症による学
びの形態の変化

社会の変化
東大和市教育委員会

求める校長のリーダーシップ：新しい経営スタイル
を次々と広げ学びの楽しさを引き出す校長

真如 昌美 教育長

◆◇◆ 第五中学校のめあて ◆◇◆
スピード感をもって教員の力を活かす組織改革

①校長

②経営支援部

③企画委員会

④職員会議

①校長：課題解決のため

の理念を「見える化」し

て方策を示す。

③企画委員会：経営支援

部で精錬された方策の課

題を整理する。
副校長 事務員 主幹教諭

経営支援部員 学年主任 主任養護教諭

②経営支援部：「できな

い」を律し「どうすれば

できるか」に徹する。

④職員会議：精錬された

方策を全教職員で共通理

解して実践する。

❶ライフワークバランスの実現（働き方改革）
各教員の成功体験に基づく生活指導観・価値観を封印し、本校の生活指導観を徹底
⇒平成２９年度文部科学大臣優秀教職員表彰を学校として受賞

❷学力の向上（学びの楽しさの実感）
生徒ができた状態、分かった状態、生かせる状態を実感できる授業改善
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①生活指導観の統一
経営支援部（管理職及び主幹教諭）で幹となる指

導の方向性を確認し、異動してくる教員・新規採用
教員へ指導。助言する。

②全員学級担任制の導入
固定の学級担任制の負担感の解消を図る。

●子育て･介護事情の過程の事情に配慮
●教科間の授業時数の差異を考慮
●学校行事等の指導による超過勤務を軽減
●保護者対応のトラブルの軽減
●年次有給休暇の取得の促進

全員学級担任制の導入に伴うその他の取り組み

●通知表の所見の廃止
●学級だよりの廃止
●三者面談での家庭からの面談する教員の指定

認知件数：８ 認知件数：０
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③企画委員会

③校内研究の時間を算出
令和３年度の平均超過勤務時間（４６．２）増加

の原因⇒新型コロナウイルス感染症によるＧＩＧＡ
端末貸与の前倒しに関わる環境整備及び教員の研修
時間の確保の課題

課題１
放課後や土・日曜日は部活動の練習や公式
戦等で時間を割かれる。

課題２
全科ではないため研究の素地が教科間で異
なり研究内容を共有化しずらい。

週時程の中に「ＧＩＧＡタイム」を１コマ設定し
て通年（３５コマ）で全教員が研究できる時間を確
保した。

月 火 水 木 金

１ ７ １３ １８ ２３Ⅰ

２ ８ １４ １９ ２４Ⅱ

３ ９ １５ ２０ ２５Ⅲ

４ １０ １６ ２１ ２６Ⅳ

５ １１ １７ ２２ ２７Ⅴ

６ １２ G ２８Ⅵ

●夏季休業日の５日間の短縮⇒２０コマ確保
●定期考査の廃止⇒１５コマ超の確保
※定期考査の廃止については「②学力の向上（学
びの楽しさの実感）で説明
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①定期考査の廃止（単元テストの導入）
中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説総則

編 第３章教育課程の編成及び実施 主体的・対話的
で深い学びの実現に向けた授業改善

●主体的に学習に取り組めるよう学習の見通しを立
てたり学習したことを振り返ったりして自身の学
びや変容を自覚できる場面をどこに設定するかの
観点

●単元や題材など内容や時間のまとまりをどのよう
に構成するかというデザインを考える。

●実技教科の紙面テストを期末考査で行う意味は何か。
生徒は１コマ程度/週の授業時数の中で、２～３ヵ月前

に学んだことを適切に振り返ることできるのか。

●５教科を中心に１週間のテスト週間で集中して覚えて
得点しても学びが定着しているとは限らない。

※ヘルマン・エビングハウス（ドイツの心理学者）は

忘却曲線で人の記憶に関わる課題を指摘している。

定期考査の問題点２

●学期内の２回の定期考査では、見通しを立てることが
できる生徒でない限り主体的に学習に取り組むことは

困難ではないか。

●２回の定期考査で自身の学びの変容を自覚できるのか。

定期考査の問題点１
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②家庭学習記録シート
家庭学習にめあてをもたせて生徒の家庭学習

を習慣付けている。そこへ単元テストを関連付
けて、生徒自身が学びや変容を繰り返して確認
できるようになる。

●主学校での毎日の学びを振り返らせ、復習す
ることにより学びの定着を図る。
⇒今日学んだことを今日できるようにする。

●全教科担任は授業内で宿題を課し、家庭学習
に必然性をもたせる。

効果

●生徒の家庭学習が習慣化され、学びに対する
心の態度が整えられた。

●生徒の主体的な学びが促され、授業での発言
が増えて楽しい授業、分かる授業が実践され
るようになった。
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